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強陽性などを示したため，嫌色素性腎細胞癌 G2，pTlaNO， infs， v 
(ー)と診断したー症例2は66歳，女性 2001年1月16日検診腹部エ
コーで偶然、左腎下極の腫癌性病変を指摘され当科受診. CT， MRI 
の所見から腎細胞癌の診断で2001年 l月24日腹腔鏡下腎摘除術施行.
腫蕩は径 2.7cmの充実性腫蕩で，制面は黄褐色を呈した鉄コロイ





否， 28カ月経過後，当科に紹介受診した CTにて径 11.5X9cmの
右腎腫湯と多発肺転移を認め，右腎細胞癌(術前診断 T2NOMI，
stage IV)と診断，根治的右腎摘出術を施行した 病理組織診断は，
renal cel carcinoma (clear cel carcinoma， G2， pT3a)であった.
術後 IFN-α(600万単位筋注， 3回/週)および IL-2(70万単位静注，









































筋とー塊になっていた 摘出した腫協は 14X9X6cm.重量 650g. 
肉眼的に被膜で覆われ，内部に広範な壊死がみられた 摘出標本によ















































432 泌尿紀要 49巻 7号 2003年
Zeek-Neelsen染色も陽性であったため尿路結核と診断した 肺，骨，



































































































































院.難治性RE細胞腫蕩と考え， 9月29日， 10月初日より BEP療法2
コース施行 I月6，7日に PBSCH施行 1月26B， 2002年 l月








鏡検査にて勝脱腫揚が認められ，生検にて， TCC， G3， invasiveと
診断された. 7月I日，脇'脱全摘術，回腸導管造設術試行病理診断














癌 GleasonSCQre: 3+4=7， Iy (-)， u (-)， pn (+)， cap (-)， 







































れた.術後 BEP療法 lクール施行にて PDであったため.























茎は発赤，経脹 WBC 12，000， Plt 2X 104， CRP 28.0であった






























434 泌尿紀要 49巻 7号 2003年
ポ-9ブルトイレを応用した女子排尿造影の試み:森 久(名古屋
徳、洲会) 女子排尿時勝脱造影は近年尿失禁患者の増加とともに件数
も増えている.本院では，排尿時勝脱造影撮影架台がないため一般
のX線造影台を用いて安定性，安全性を考え，造影台の足場台に木製
のテープル様台を取り付け両側面には金属製のワイヤーをつけて岡定
するなどして，一般のポータブルトイレを使用して造影検査を行って
いる これは，商品化されている架台に比べると，安定性においては
やや劣るが，安価であり，ポータプルトイレを使用する事で患者に
とって日常の排尿時と最も近い，より自然な状態を提供することがで
きるものとなっている.
